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有効求人倍率（季節調整値）の推移

0.000.200.400.600.801.001.20

12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年

（倍） 全国奈良県近畿
奈良県の雇用情勢

○○○○有効求人倍率有効求人倍率有効求人倍率有効求人倍率はははは、、、、従来従来従来従来はははは、、、、全国値全国値全国値全国値・・・・近畿値近畿値近畿値近畿値をををを下回下回下回下回るるるる状況状況状況状況でででで推移推移推移推移。。。。

○○○○平成平成平成平成２０２０２０２０年末年末年末年末よりよりよりより、、、、全国値全国値全国値全国値・・・・近畿値近畿値近畿値近畿値とのとのとのとの乖離幅乖離幅乖離幅乖離幅がががが大幅大幅大幅大幅にににに縮小縮小縮小縮小、、、、現在現在現在現在はははは、、、、若干若干若干若干上上上上まわるまわるまわるまわる状況状況状況状況。。。。

○○○○平成平成平成平成２２２２２２２２年年年年３３３３月月月月のののの有効求人倍率有効求人倍率有効求人倍率有効求人倍率（（（（季節調整値季節調整値季節調整値季節調整値）））） 全国全国全国全国 ００００．．．．４９４９４９４９倍倍倍倍、、、、近畿近畿近畿近畿 ００００．．．．４８４８４８４８倍倍倍倍 奈良県奈良県奈良県奈良県 ００００．．．．５０５０５０５０倍倍倍倍

12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年全国・年平均（倍） 0.59 0.59 0.54 0.64 0.83 0.95 1.06 1.04 0.88 0.47近畿・年平均（倍） 0.48 0.49 0.45 0.57 0.78 0.92 1.08 1.09 0.87 0.49奈良県・年平均（倍） 0.47 0.46 0.42 0.51 0.61 0.71 0.83 0.81 0.73 0.48

直近のピーク

全 国 １９年６月 １．０７倍

近 畿 １９年６月 １．１３倍

奈良県 １９年４月 ０．８６倍

直近のボトム

全 国 ２１年８月 ０．４２倍

近 畿 ２１年１２月 ０．４４倍

奈良県 ２１年８月 ０．４５倍出典：職業安定業務統計（厚生労働省）
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奈良県の経済情勢 （ＧＤＰトレンド）

○○○○ＧＤＰＧＤＰＧＤＰＧＤＰののののシェアシェアシェアシェアはははは、、、、１０１０１０１０年間年間年間年間でででで００００．．．．７７７７７７７７％％％％からからからから００００．．．．７３７３７３７３％％％％へへへへ低下低下低下低下。。。。

奈良県奈良県奈良県奈良県のののの経済規模経済規模経済規模経済規模（ＧＤＰ）（（ＧＤＰ）（（ＧＤＰ）（（ＧＤＰ）（平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度）））） ３３３３兆兆兆兆７７７７，，，，４９９４９９４９９４９９億円億円億円億円（（（（名目名目名目名目）（）（）（）（全国全国全国全国 ３６３６３６３６位位位位））））

（（（（参考参考参考参考：：：：国内総生産国内総生産国内総生産国内総生産（ＧＤＰ）（（ＧＤＰ）（（ＧＤＰ）（（ＧＤＰ）（平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度）））） 約約約約５１６５１６５１６５１６兆円兆円兆円兆円））））
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県内総生産（名目値）

総生産（名目）の全国シェア

（％）（％）（％）（％）

（年度）

県内総生産県内総生産県内総生産県内総生産====GDPGDPGDPGDP（（（（名目名目名目名目））））のののの推移推移推移推移

右目盛

0000....73737373％％％％

0000....77777777％％％％

出典：平成１９年度奈良県県民経済計算
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奈良県の経済情勢 （生産額）

○○○○県内生産額県内生産額県内生産額県内生産額はははは、、、、全国全国全国全国とととと比比比比べてべてべてべて、「、「、「、「製造業製造業製造業製造業」、「」、「」、「」、「商業商業商業商業」、「」、「」、「」、「運輸運輸運輸運輸・・・・情報通信情報通信情報通信情報通信」、「」、「」、「」、「サービスサービスサービスサービス業業業業」」」」がががが脆弱脆弱脆弱脆弱。。。。

出典：平成7年、１７年全国産業連関表（国作成）平成７年、１７年奈良県産業連関表

県（国）内生産額の比較

-37.0 -17.1 17.5 38.9 12.2 19.5 47.5 5.4
51.5 8.2

-37.6-16.8 -2.2 -28.3 2.0 14.5 3.1
49.0 38.6 -0.6 -29.5-33.9

4.93.9
47.0 9.2

0000500,000500,000500,000500,0001,000,0001,000,0001,000,0001,000,0001,500,0001,500,0001,500,0001,500,0002,000,0002,000,0002,000,0002,000,0002,500,0002,500,0002,500,0002,500,0003,000,0003,000,0003,000,0003,000,0003,500,0003,500,0003,500,0003,500,000
農農農農林林林林水水水水産産産産業業業業 製製製製造造造造業業業業 建建建建設設設設 電電電電気気気気・・・・ガガガガスススス・・・・水水水水道道道道等等等等

商商商商業業業業 金金金金融融融融・・・・保保保保険険険険 不不不不動動動動産産産産 運運運運輸輸輸輸・・・・情情情情報報報報通通通通信信信信
公公公公務務務務 教教教教育育育育・・・・研研研研究究究究 医医医医療療療療・・・・保保保保健健健健・・・・社社社社会会会会保保保保障障障障・・・・

介介介介護護護護
ササササーーーービビビビスススス業業業業 そそそそのののの他他他他 ▲ ▲ ▲ ▲ 50505050....0000▲ ▲ ▲ ▲ 40404040....0000▲ ▲ ▲ ▲ 30303030....0000▲ ▲ ▲ ▲ 20202020....0000▲ ▲ ▲ ▲ 10101010....00000.00.00.00.010.010.010.010.020.020.020.020.030.030.030.030.040.040.040.040.050.050.050.050.060.060.060.060.0

HHHH17171717県内生産額県内生産額県内生産額県内生産額 HHHH17171717国内生産額国内生産額国内生産額国内生産額 HHHH7777→H→H→H→H17171717県増減率県増減率県増減率県増減率 HHHH7777→H→H→H→H17171717国増減率国増減率国増減率国増減率

（（（（単位単位単位単位：：：：百万円百万円百万円百万円）））） H17生産額（左目盛） H7→H17増減率（右目盛）

※国の数値は、比較しやすいよう１／１００にしてあります。

（（（（単位単位単位単位：％）：％）：％）：％）

「運輸・情報通信」、

「製造業」の増減率は

全国を下回る状況

（点線囲み）
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1人当たり雇用者所得（奈良県 奈良県 奈良県 奈良県 vs vs vs vs 全国全国全国全国）

00001,0001,0001,0001,0002,0002,0002,0002,0003,0003,0003,0003,0004,0004,0004,0004,0005,0005,0005,0005,0006,0006,0006,0006,0007,0007,0007,0007,0008,0008,0008,0008,0009,0009,0009,0009,00010,00010,00010,00010,000
農農農農林林林林水水水水産産産産業業業業 製製製製造造造造業業業業 建建建建設設設設 電電電電気気気気・・・・ガガガガスススス・・・・水水水水道道道道等等等等

商商商商業業業業 金金金金融融融融・・・・保保保保険険険険 不不不不動動動動産産産産 運運運運輸輸輸輸・・・・情情情情報報報報通通通通信信信信
公公公公務務務務 教教教教育育育育・・・・研研研研究究究究 医医医医療療療療・・・・保保保保健健健健・・・・社社社社会会会会保保保保障障障障・・・・

介介介介護護護護
ササササーーーービビビビスススス業業業業 そそそそのののの他他他他 産産産産業業業業計計計計

奈良県 全国

（（（（単位単位単位単位：：：：千円千円千円千円））））
奈良県の経済情勢（一人当たり雇用者所得）

○○○○全国全国全国全国とととと比比比比べてべてべてべて、「、「、「、「商業商業商業商業」」」」とととと「「「「サービスサービスサービスサービス業業業業」」」」のののの一人当一人当一人当一人当たりたりたりたり雇用者所得雇用者所得雇用者所得雇用者所得がががが低低低低いことがいことがいことがいことが、、、、奈良県奈良県奈良県奈良県のののの大大大大きなきなきなきな特徴特徴特徴特徴。。。。

出典： ：平成１７年全国産業連関表（国作成）平成１７年奈良県産業連関表注）一人当たり雇用者所得＝雇用者所得／雇用者数

全国全国全国全国 ４４４４，，，，６８０６８０６８０６８０千円千円千円千円奈良県奈良県奈良県奈良県 ４４４４，，，，４２３４２３４２３４２３千円千円千円千円とととと、、、、奈良県奈良県奈良県奈良県はははは一人当一人当一人当一人当たりたりたりたり雇雇雇雇用者所得用者所得用者所得用者所得がががが若干低若干低若干低若干低いいいい。。。。
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労働力人口の推移

○○○○奈良県奈良県奈良県奈良県のののの労働力人口労働力人口労働力人口労働力人口はははは、、、、男性男性男性男性についてはについてはについてはについては、Ｈ、Ｈ、Ｈ、Ｈ７７７７以降減少以降減少以降減少以降減少。。。。女性女性女性女性についてはについてはについてはについては、、、、増加傾向増加傾向増加傾向増加傾向。。。。

出典：国勢調査（総務省）

労働力人口の推移（奈良県・男性）

0100,000200,000300,000400,000500,000600,000
S25 S30 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17

（人） 非労働力完全失業者就業者    

労働力人口の推移（奈良県・女性）

0100,000200,000300,000400,000500,000600,000700,000
S25 S30 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17

（人） 非労働力完全失業者就業者    

注）労働力人口＝就業者＋完全失業者

H17 男性労働力人口 407,891人

H17 女性労働力人口 271,664人
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労働力率の推移（全国との比較）

○○○○奈良県奈良県奈良県奈良県のののの女性女性女性女性のののの労働力率労働力率労働力率労働力率はははは、、、、全国値全国値全国値全国値をををを下回下回下回下回るるるる状況状況状況状況でででで推移推移推移推移。Ｈ。Ｈ。Ｈ。Ｈ１７１７１７１７国勢調査結果国勢調査結果国勢調査結果国勢調査結果ではではではでは、、、、全国値全国値全国値全国値よりよりよりより６６６６．．．．５５５５ポイントポイントポイントポイント低低低低いいいい。。。。

労働力率の推移
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S25 S30 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17

（％）

男（奈良県）

女（奈良県）

男（全国）

女（全国）

注） 労働力率＝（就業者＋完全失業者）／15歳以上人口 出典：国勢調査（総務省）

H17 女性 労働力率全国 48.8％奈良県 42.3％
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将来人口の推移

○○○○奈良県奈良県奈良県奈良県のののの将来人口将来人口将来人口将来人口、、、、生産年齢人口生産年齢人口生産年齢人口生産年齢人口ともともともとも減少傾向減少傾向減少傾向減少傾向。。。。老年人口老年人口老年人口老年人口はははは、、、、ほぼほぼほぼほぼ横横横横ばいばいばいばい状態状態状態状態。。。。

出典：国立社会保障・人口問題研究所

奈良県の将来人口の推移
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奈良県の労働力人口の推計値
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今後の労働力人口の推移

○○○○労働力人口労働力人口労働力人口労働力人口はははは現状現状現状現状のままではのままではのままではのままでは、、、、大大大大きくきくきくきく減少減少減少減少することがすることがすることがすることが見込見込見込見込まれるがまれるがまれるがまれるが、、、、若者若者若者若者、、、、女性女性女性女性、、、、高齢者等高齢者等高齢者等高齢者等のののの労働市場労働市場労働市場労働市場へのへのへのへの

参加参加参加参加がががが進進進進むことによりむことによりむことによりむことにより、、、、減少幅減少幅減少幅減少幅をををを相当程度抑相当程度抑相当程度抑相当程度抑えることがえることがえることがえることが可能可能可能可能とのとのとのとの見通見通見通見通しししし。。。。

（（（（独立行政法人独立行政法人独立行政法人独立行政法人 労働政策研究労働政策研究労働政策研究労働政策研究・・・・研修機構研修機構研修機構研修機構 推計推計推計推計））））

注） 「労働市場への参加が進まないケース」は、現状（２００４年）の労働力需給がそのまま移行したと仮定したケース（経済成長率人口1人当たり１％）「労働市場への参加が進むケース」は、各種施策を講ずることにより、若者、女性、高齢者等の労働市場への参加が実現したと仮定したケース（経済成長率人口1人当たり２％） 出典 平成１８年度労働力需給の推計ー都道府県別将来推計ー（独立行政法人 労働政策研究・研修機構）

労働市場への

参加が

進むケース

労働市場への

参加が進まない

ケース

２０００年（実績値） ２０１５年 ２０２０年 ２０２５年 ２０３０年２００５年（赤は実績値）



9

奈良の雇用の特徴① ー県外就業ー

○○○○本県本県本県本県のののの県外就業率県外就業率県外就業率県外就業率はははは２９２９２９２９．．．．３３３３％％％％でででで全国第全国第全国第全国第１１１１位位位位。。。。

奈良県奈良県奈良県奈良県のののの昼間人口昼間人口昼間人口昼間人口 ４９４９４９４９．．．．４４４４万人万人万人万人（（（（うちうちうちうち県外県外県外県外からはからはからはからは４４４４．．．．６６６６万人万人万人万人）、）、）、）、夜間人口夜間人口夜間人口夜間人口 ６３６３６３６３．．．．４４４４万人万人万人万人（（（（うちうちうちうち県外県外県外県外へはへはへはへは１８１８１８１８．．．．６６６６万人万人万人万人））））

出典：H17国勢調査（総務省）

都道府県別都道府県別都道府県別都道府県別のののの状況状況状況状況（（（（県外就業率県外就業率県外就業率県外就業率））））

05
1015
2025
30

北海道 青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島 茨城 栃木 群馬 埼玉 千葉 東京 神奈川 新潟 富山 石川 福井 山梨 長野 岐阜 静岡 愛知 三重 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 鳥取 島根 岡山 広島 山口 徳島 香川 愛媛 高知 福岡 佐賀 長崎 熊本 大分 宮崎 鹿児島 沖縄 全国

％％％％
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県外就業の状況（県民意識）

○○○○２０２０２０２０歳代歳代歳代歳代ではではではでは、「、「、「、「県内県内県内県内でででで働働働働きたいがきたいがきたいがきたいが、、、、希望希望希望希望にあうにあうにあうにあう仕事仕事仕事仕事がががが少少少少ないないないない」」」」とするとするとするとする者者者者がががが約約約約４４４４割割割割。。。。一方一方一方一方でででで、、、、県外県外県外県外のののの企業企業企業企業にににに魅力魅力魅力魅力をををを

感感感感じてじてじてじて働働働働くくくく者者者者もももも４４４４割近割近割近割近くくくく。。。。

○○○○県外就労者県外就労者県外就労者県外就労者のののの主主主主なななな選択理由選択理由選択理由選択理由はははは、「、「、「、「安定性安定性安定性安定性」、「」、「」、「」、「専門性専門性専門性専門性のののの活用活用活用活用」、「」、「」、「」、「収入収入収入収入のよさのよさのよさのよさ」。」。」。」。県内就労者県内就労者県内就労者県内就労者のののの主主主主なななな選択理由選択理由選択理由選択理由はははは、、、、

「「「「時間時間時間時間のののの効率性効率性効率性効率性」」」」とととと「「「「家庭家庭家庭家庭とのとのとのとの両立両立両立両立」。」。」。」。

出典：H２１県民アンケート調査（奈良県）
0% 20% 40% 60% 80% 100%20歳代30歳代40歳代50歳代60歳代70歳以上 県外就労の理由（年齢別） 県内で働きたいが、希望にあう仕事が少ないため県外の企業のほうが賃金などの雇用の条件がよいため県外の大都市などで働きたいため交通の便がよく、通勤に便利だからもともと県外で働いていて、県内に転居したためその他

現在の仕事を選んだ理由（就労地別）※２つ以内で複数回答

0.0%5.0%10.0%15.0%20.0%25.0%30.0%35.0%40.0%45.0%50.0%

経営が安定した会社だから
専門的な資格、技術、経験が活かせるから

家業を引き継いだから 自ら起業したから 収入がよいから 扶養認定などのために、就業調整をしたいから
自分の都合のよい時間に働けるから

勤務する時間や日数が短いから
通勤時間が短いから 社会保険・住まいなどの福利厚生が充実しているから

家庭の事情と両立しやすいから
簡単な仕事で責任も少ないから

組織に縛られるのは嫌だから
正社員として働ける会社が見つからなかったから

体力的に正社員として働けないから
その他

通勤（県内）通勤（県外）

40.８％ 37.５％

県外 Ｎ＝４28

県内 Ｎ＝1,092 県外 Ｎ＝428
出典：H２１県民アンケート調査（奈良県）
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奈良の雇用の特徴② ー非正規雇用ー

○○○○奈良県奈良県奈良県奈良県のののの非正規就業者非正規就業者非正規就業者非正規就業者のののの割合割合割合割合はははは、、、、３６３６３６３６．．．．９９９９％％％％とととと、、、、全国全国全国全国でででで７７７７番目番目番目番目にににに高高高高いいいい割合割合割合割合（（（（全国値全国値全国値全国値 ３５３５３５３５．．．．５５５５％）％）％）％）

そのうちそのうちそのうちそのうち、、、、若年者若年者若年者若年者（（（（１５１５１５１５～～～～３４３４３４３４歳歳歳歳））））についてはについてはについてはについては、、、、３７３７３７３７．．．．６６６６％％％％とととと、、、、沖縄県沖縄県沖縄県沖縄県、、、、京都府京都府京都府京都府にににに次次次次いでいでいでいで全国全国全国全国３３３３番目番目番目番目にににに高高高高いいいい割合割合割合割合

（（（（全国値全国値全国値全国値 ３３３３３３３３．．．．６６６６％）％）％）％）

出典：H19就業構造基本調査（総務省）

非正規就業者の割合　（対雇用者（役員を除く））

20.0%25.0%30.0%35.0%40.0%45.0%

　富山県 　徳島県 　福井県 　香川県 　岡山県 　新潟県 　石川県 　山形県 　佐賀県 　鳥取県 　島根県 　愛媛県 　山口県 　宮崎県 　大分県 　高知県 　岩手県 　長崎県 　秋田県 　福島県 　青森県 　熊本県 　東京都 　鹿児島県 　栃木県 　神奈川県 　広島県 　愛知県 　茨城県 　長野県 　和歌山県 　群馬県 　全　国 　静岡県 　宮城県 　三重県 　岐阜県 　山梨県 　埼玉県 　福岡県 　兵庫県 　奈良県 　滋賀県 　千葉県 　北海道 　大阪府 　京都府 　沖縄県
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有業者の状況（雇用形態別）

○○○○減少減少減少減少するするするする自営自営自営自営業主業主業主業主、、、、家家家家族族族族従業者従業者従業者従業者。。。。平成平成平成平成９９９９年以降年以降年以降年以降はははは、、、、正規就業者正規就業者正規就業者正規就業者からからからから非正規就業者非正規就業者非正規就業者非正規就業者へのへのへのへの流流流流れれれれ。。。。

注） 「その他」とは、「総数」から、「自営業主」、「家族従業者」、「正規就業者」、「非正規就業者」数を引いた数としている。 出典：就業構造基本調査（総務省）
9749
33255554

10254354
79

9950
393
85686

8338
410
130703

7833
365
161676

7012345
202
670

0100200300400500600700800（千人）

S57 S62 H4 H9 H14 H19

雇用形態別　有業者の状況　－昭和57年～平成19年

（奈良県）

その他

非正規就業者

正規就業者

家族従業者

自営業主

617

Ｈ１９の有業者総数は

Ｈ９よりも３３千人減

但し、非正規就業者数

は72千人増
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産業別の雇用形態の状況

○○○○産業産業産業産業別別別別ではではではでは、「、「、「、「飲食店飲食店飲食店飲食店・・・・宿泊宿泊宿泊宿泊業業業業」」」」でででで７７７７割以上割以上割以上割以上、「、「、「、「卸売卸売卸売卸売・・・・小小小小売売売売業業業業」、「」、「」、「」、「医療医療医療医療・・・・福祉福祉福祉福祉」」」」でででで４４４４割以上割以上割以上割以上がががが非正規就業者非正規就業者非正規就業者非正規就業者。。。。

出典：H19就業構造基本調査（総務省）

産業別　正規・非正規就業者　平成１９年　（奈良県）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

農業 林業 漁業 鉱業 建設業 製造業 電気・ガス・水道業
情報通信業 運輸業 卸売・小売業 金融・保険業 不動産業 飲食店，宿泊業

医療，福祉 教育，学習支援業
複合サービス事業

サービス業（その他）
公務 分類不能の産業

（人） 正規就業者 非正規就業者 ●産業別 非正規就業者の割合 （H19年）＊は奈良県の値が全国を上まわるもの全国 奈良県農業 46.5% 60.5% ＊林業 33.0% 25.0%漁業 28.6% 100.0% ＊鉱業 10.8% 0.0%建設業 16.6% 19.3% ＊製造業 25.4% 22.9%電気・ガス・水道業 9.0% 11.1% ＊情報通信業 22.9% 26.8% ＊運輸業 27.2% 28.3% ＊卸売・小売業 42.8% 45.9% ＊金融・保険業 24.0% 25.8% ＊不動産業 26.0% 26.7% ＊飲食店，宿泊業 65.7% 71.2% ＊医療，福祉 35.0% 40.2% ＊教育，学習支援業 32.3% 37.9% ＊複合サービス事業 22.6% 30.2% ＊サービス業（他に分類されないもの） 38.0% 37.2%公務 12.0% 9.1%分類不能の産業 50.4% 45.0%
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非正規雇用の社会的影響

○○○○正規就業者正規就業者正規就業者正規就業者のののの男性男性男性男性とととと非正規就業者非正規就業者非正規就業者非正規就業者のののの男性男性男性男性とをとをとをとを比比比比較較較較したしたしたした場合場合場合場合、、、、非正規就業者非正規就業者非正規就業者非正規就業者でででで高高高高いいいい未婚未婚未婚未婚者者者者のののの割合割合割合割合。。。。

○○○○またまたまたまた、、、、非正規非正規非正規非正規のののの男性男性男性男性はははは結結結結婚意欲婚意欲婚意欲婚意欲がががが低低低低いいいい。。。。

出典：H19就業構造基本調査（総務省）

未婚者の割合　（男性　雇用形態別）　Ｈ１９90.3% 68.4% 37.6% 21.9%
97.5% 90.3% 58.1% 63.3%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳

正規就業者非正規就業者

1年以内の結婚意欲（男性）　奈良県調査124.1 55.228.6 3265.3
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%正規職員（N=125）非正規職員（N=49）1年以内に結婚したい 理想的な相手が見つかれば結婚してもよい まだ結婚するつもりはない 無回答 出典：H20奈良県少子化実態調査（奈良県）注：対象は「いずれ結婚するつもり」と回答した18～34歳の未婚者

（奈良県）
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奈良の雇用の特徴③ ー女性の有業率ー

○○○○本県本県本県本県のののの女性女性女性女性のののの有業率有業率有業率有業率はははは４２４２４２４２．．．．９９９９％％％％とととと、、、、全国全国全国全国最最最最下位下位下位下位。（。（。（。（全国値全国値全国値全国値はははは４８４８４８４８．．．．８８８８％）％）％）％）

出典：H19就業構造基本調査（総務省）

女性の有業率　全国比較

0.0%10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%60.0%

　奈良県 　大阪府 　兵庫県 　北海道 　和歌山県 　長崎県 　愛媛県 　山口県 　秋田県 　徳島県 　鹿児島県 　大分県 　福岡県 　沖縄県 　宮城県 　青森県 　広島県 　岡山県 　京都府 　千葉県 　香川県 　神奈川県 　島根県 　高知県 　宮崎県 　全　国 　埼玉県 　茨城県 　熊本県 　福島県 　三重県 　群馬県 　岩手県 　山形県 　新潟県 　滋賀県 　佐賀県 　栃木県 　岐阜県 　山梨県 　鳥取県 　東京都 　愛知県 　富山県 　長野県 　静岡県 　石川県 　福井県
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Ｍ字カーブの状況

○○○○全国値全国値全国値全国値よりよりよりより下回下回下回下回るるるる女性女性女性女性のののの労働力率労働力率労働力率労働力率。。。。ＭＭＭＭ字字字字カカカカーーーーブブブブのののの底底底底がががが深深深深くくくく、、、、第第第第２２２２のののの山山山山がががが低低低低いいいい。。。。

女性女性女性女性のののの労働力率労働力率労働力率労働力率（Ｈ（Ｈ（Ｈ（Ｈ１７１７１７１７国勢調査国勢調査国勢調査国勢調査）））） 全国全国全国全国 ４８４８４８４８．．．．８８８８％％％％ 奈良県奈良県奈良県奈良県 ４２４２４２４２．．．．３３３３％％％％

○○○○但但但但しししし、、、、母子世帯母子世帯母子世帯母子世帯のののの母母母母のののの労働力率労働力率労働力率労働力率ははははＭＭＭＭ字字字字カカカカーーーーブブブブをををを示示示示さないさないさないさない。。。。

注） 労働力率＝（就業者＋完全失業者）／15歳以上人口 出典：H17国勢調査（総務省）

女性の労働力率　（平成１７年）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

15～

　19歳 

20～

　　24  

25～

　　29  

30～

　　34  

35～

　　39  

40～

　　44  

45～

　　49  

50～

　　54  

55歳

　以上 

女性全体・奈良県母子世帯の母・奈良県女性全体・全国
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有業者の状況（雇用形態別）・女性

○○○○女性女性女性女性のののの有業者有業者有業者有業者数数数数はははは増加傾向増加傾向増加傾向増加傾向にありにありにありにあり、、、、特特特特にににに、、、、非正規就業者非正規就業者非正規就業者非正規就業者数数数数のののの増加増加増加増加がががが顕著顕著顕著顕著。。。。

出典：就業構造基本調査（総務省）注） 「その他」とは、「総数」から、「自営業主」、「家族従業者」、「正規就業者」、「非正規就業者」数を引いた数としている。
3138
8938
198

3444
9257
230

3239
113
68264

2229
115
93269

2127
101
111
266

1811101
139
278

050
100150200250300（千人）

S57 S62 H4 H9 H14 H19

雇用形態別　女性・有業者の状況　－昭和57年～平成19年

　（奈良県）

その他

非正規就業者

正規就業者

家族従業者

自営業主

Ｈ１９の有業者総数は

Ｈ９よりも９千人増

正規就業者は１４千人の減

非正規就業者数は４６千人の増
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女性の就業状態・就業希望の有無・求職活動の有無

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

15～

　19歳

20～

　24

25～

　29

30～

　34

35～

　39

40～

　44

45～

　49

50～

　54

（人） 無業者非就業希望者無業者就業希望者・非求職者無業者就業希望者・求職者有業者

潜在的労働力 （女性）

○○○○女性女性女性女性・・・・総総総総数数数数 約約約約６４６４６４６４．．．．７７７７万人万人万人万人のうちのうちのうちのうち無無無無業者業者業者業者がががが約約約約３６３６３６３６．．．．９９９９万人万人万人万人。。。。

○○○○無無無無業者業者業者業者３６３６３６３６．．．．９９９９万人万人万人万人のうちのうちのうちのうち、、、、就業希望者就業希望者就業希望者就業希望者でででで、、、、求求求求職職職職活活活活動動動動をしているをしているをしているをしている者者者者はははは約約約約３３３３万人万人万人万人。。。。

３０代では、

就業は希望するが、

求職しない人が多い

出典：H19就業構造基本調査（総務省）

（奈良県）

求職者求職者求職者求職者 非求職者非求職者非求職者非求職者22,40022,40022,40022,400 20,80020,80020,80020,800 133,800133,800133,800133,800 178,300178,300178,300178,300 570,200570,200570,200570,200(3.9%)(3.9%)(3.9%)(3.9%) (3.6%)(3.6%)(3.6%)(3.6%) (23.5%)(23.5%)(23.5%)(23.5%) 31.3%31.3%31.3%31.3% 100.0%100.0%100.0%100.0%30,40030,40030,40030,400 54,70054,70054,70054,700 279,700279,700279,700279,700 369,400369,400369,400369,400 647,100647,100647,100647,100(4.7%)(4.7%)(4.7%)(4.7%) (8.5%)(8.5%)(8.5%)(8.5%) (43.2%)(43.2%)(43.2%)(43.2%) 57.1%57.1%57.1%57.1% 100.0%100.0%100.0%100.0%無業者無業者無業者無業者　　　　 　　　　 (内訳の計とは一致しない）391,900391,900391,900391,900277,700277,700277,700277,700男女 非就業希望者非就業希望者非就業希望者非就業希望者68.7%68.7%68.7%68.7%42.9%42.9%42.9%42.9% 就業希望者就業希望者就業希望者就業希望者有業者有業者有業者有業者 計計計計● 男女別 就業状態 （奈良県） 単位：人
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女性の就業意識①

○○○○「「「「女性女性女性女性のののの就業等就業等就業等就業等意識意識意識意識調査調査調査調査」」」」のののの結果結果結果結果によればによればによればによれば、、、、約約約約８８８８割割割割のののの人人人人がががが「「「「働働働働きたいきたいきたいきたい」」」」とのとのとのとの意意意意向向向向。。。。

○○○○働働働働きたいきたいきたいきたい理由理由理由理由はははは、、、、子子子子どどどどもがいるもがいるもがいるもがいる場合場合場合場合はははは、、、、教育費教育費教育費教育費のたのたのたのためめめめ、、、、子子子子どどどどもがいないもがいないもがいないもがいない場合場合場合場合はははは、、、、将来将来将来将来にににに備備備備えてのえてのえてのえての貯蓄貯蓄貯蓄貯蓄。。。。

【今後あなたは働きたい（働き続けたい）ですか？】78.0 5.28.3 8.50.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%N=1,369 働きたい 働けない 働きたくない・働く必要がない 不明・無回答
【働きたい理由（子どもの有無別）】0 20 40 60 80 生計を維持するため 生計を補助するため 住宅などのローン返済のため 子どもの教育費のため 将来に備えて貯蓄するため 育児や子育てが終わったため 介護や看護が終わったため 社会の役に立ちたいため 時間に余裕ができたため 仕事が楽しい(やりがいがある)ため 旅行や趣味などに使う自由になるお金が欲しいため 自分の技術・経験・資格などを活かすため 社会経験を豊かにしたり、いろいろな人と知り合いたいため 家業だから その他 不明・無回答

いる(N=541)31.647.320.9 51.235.71.80.08.310.216.519.613.916.54.11.30.6

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0％ いない(N=527)51.419.04.60.8 60.70.00.010.10.4 19.7 50.120.729.20.91.71.1

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0％

出典：H21女性の就業等意識調査（奈良県）３つまで選択
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N=114 41.222.821.919.317.515.815.88.87.97.06.14.42.62.61.80.0 8.81.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0子どもの育児や教育への専念家事への専念賃金や雇用形態、勤務時間などの条件の合う仕事がないため健康上の理由家族の介護や看護のため出産をしたため（するため）育児や介護などの休暇が取りにくそうだから保育所など子どもをみてもらう環境が整っていないため職場環境や人間関係に不安があるため配偶者が家に帰るのが遅いため仕事をするのに配偶者や家族の理解がない（反対がある）ため通勤に便利な職場がないため結婚をしたため（するため）やりたいことが他にあるためやりがいのある仕事がないため責任ある仕事を任されるのが嫌なためその他不明・無回答

％

 

女性の就業意識②

○○○○働働働働けけけけないとしたないとしたないとしたないとした人人人人のののの理由理由理由理由はははは、「、「、「、「子子子子どどどどものものものもの育児育児育児育児やややや教育教育教育教育へのへのへのへの専専専専念念念念」」」」がががが約約約約４４４４割割割割。。。。次次次次いでいでいでいで、「、「、「、「家事家事家事家事へのへのへのへの専専専専念念念念」、「」、「」、「」、「賃金賃金賃金賃金やややや

雇用雇用雇用雇用形形形形態態態態、、、、勤務勤務勤務勤務時間時間時間時間ななななどどどどのののの条件条件条件条件のののの合合合合うううう仕事仕事仕事仕事がないたがないたがないたがないためめめめ」」」」がががが約約約約２２２２割割割割。。。。

【働けない理由は？】

出典：H21女性の就業等意識調査（奈良県）３つまで選択
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女性の就業意識③

○○○○働働働働きたいきたいきたいきたい人人人人のののの不不不不安安安安やややや悩悩悩悩みみみみはははは、「、「、「、「仕事仕事仕事仕事とととと生活生活生活生活のののの両立両立両立両立がががが難難難難しいことしいことしいことしいこと」」」」がががが約約約約５５５５割割割割。。。。

出典：H21女性の就業等意識調査（奈良県）

N=1,182 43.737.737.629.717.98.28.27.94.33.93.82.52.32.6 6.7

26.1
0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0仕事と家庭の両立が難しいこと健康や体力について育児や介護などの休暇制度が充実してないこと（取りやすい職場でないこと）育児や介護のための勤務時間などの配慮がないことパートタイマーや派遣労働者の労働条件が悪いこと賃金などの労働条件が男性に比べて女性の方が悪いこと自分の働く能力に自信がないこと結婚・出産を機に退職を迫られること希望する内容の仕事に就けないこと責任ある仕事を任されること相談できる上司や同僚がいないこと知識や技術の習得の機会がないこと将来管理職に登用される機会がないこと特にないその他不明・無回答

％

 

【働くのに（働き続けるのに）不安なことや悩みはなんですか？】

３つまで選択
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女性の就業意識④

○○○○行政行政行政行政にににに対対対対してしてしてして必要必要必要必要なななな施施施施策策策策のうちのうちのうちのうち、、、、環境環境環境環境整整整整備備備備についてはについてはについてはについては、「、「、「、「保育保育保育保育所所所所やややや児童児童児童児童クラブクラブクラブクラブななななどどどどのののの施設施設施設施設のののの充実充実充実充実」、「」、「」、「」、「男女男女男女男女がががが

仕事仕事仕事仕事とととと家庭家庭家庭家庭のののの両立両立両立両立ができるようなができるようなができるようなができるような支援支援支援支援・・・・推進推進推進推進」」」」がががが約約約約５５５５割割割割。。。。

○○○○啓発啓発啓発啓発についてはについてはについてはについては、「、「、「、「育児育児育児育児やややや介護介護介護介護ななななどどどどのののの休暇制休暇制休暇制休暇制度度度度のののの充実充実充実充実やややや取取取取りりりりややややすいすいすいすい職職職職場場場場環境環境環境環境づづづづくりのくりのくりのくりの啓発啓発啓発啓発」」」」がががが約約約約６６６６．．．．５５５５割割割割。。。。

＜行政に対して（環境整備について）＞N=1,182 51.947.123.819.518.513.513.15.01.4 8.9

29.8
0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0保育所や児童クラブなどの施設の充実男女が仕事と家庭の両立ができるような支援・推進出産や育児、介護で退職しても同一の職場へ再雇用される制度の普及介護施設や介護に関する相談窓口などの充実病院などの医療施設や健康に関する相談窓口などの充実現在の仕事や再就職などに関する相談窓口の充実数多くの企業の誘致バリアフリーや見守り体制が整備された安全で安心なまちづくり起業する人への支援（相談窓口や助成制度など）その他不明・無回答

％

 

＜行政に対して（啓発について）＞N=1,182 65.128.823.022.812.911.57.01.4 10.2
26.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0育児や介護などの休暇制度の充実や取りやすい職場環境づくりの啓発知識や技術の習得の支援（講座の開講や助成制度など）夫の家事や育児への参画の促進・啓発事業主などに対して女性の雇用促進事業主などに対して男女間の格差の解消や改善の啓発・指導女性の仕事に対する意欲を高める啓発「男は仕事、女は家庭」という性別での役割分担意識の解消男女は対等であるという啓発その他不明・無回答

％

 

【女性が働くには（働き続けるには）何が必要だと思いますか？】

出典：H21女性の就業等意識調査（奈良県）
３つまで選択 ３つまで選択
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女性の就業意識⑤

○○○○働働働働いているいているいているいている女性女性女性女性のののの約約約約７７７７割割割割がががが出出出出産産産産をををを機機機機にににに離離離離職職職職（（（（第第第第１１１１子妊娠子妊娠子妊娠子妊娠時時時時にににに有有有有職職職職者者者者だっだっだっだったたたた妻妻妻妻はははは、、、、第第第第１１１１子子子子１１１１歳時歳時歳時歳時にはにはにはには、、、、

約約約約６６６６６６６６％％％％がががが仕事仕事仕事仕事をををを辞辞辞辞めめめめているているているている状況状況状況状況））））

○○○○妻妻妻妻がががが仕事仕事仕事仕事をををを辞辞辞辞めめめめたたたた理由理由理由理由はははは、、、、１１１１位位位位：：：：自己自己自己自己都合都合都合都合 ２２２２：：：：職職職職場場場場要因要因要因要因 ３３３３：：：：両立両立両立両立困難困難困難困難

出典：H20奈良県少子化実態調査（奈良県）

出産前後の就業状況の変化（奈良県調査）　N=792
11.9

32.2 18.8
71.7

37.5
4.30.1

4.7
3.8

3.8
0.3
0.8 2.3

80% 20% 40% 60% 80% 100%奈良県調査（第1子1歳時）
奈良県調査（第1子妊娠時）

正規職員            パート・アルバイト  派遣・嘱託・契約職員 自営業主・家族従業者・内職              無職・家事          学生                　無回答            
有職20.1

無職 無職

妻が仕事を辞めた理由（奈良県調査）（対象：結婚や出産を機に仕事を辞めた人） 54.4 64.257.723.014.4 35.318.0 27.99.09.33.0 16.7
0 20 40 60 80全  体(N=439)結婚とほぼ同じ頃(N=201)第１子出産前(N=156)

(%)
自己都合 職場要因 通勤要因 両立困難 ○仕事を続けたかったが、子どもが生まれ、仕事と子育ての両立が困難となったから両立困難 ○仕事を続けたかったが、職場が遠かったから○仕事を続けたかったが、奈良県に転入し、職場が遠くなったから通勤要因 ○仕事を続けたかったが、職場では、結婚や出産を機に退職するのが当たり前だったから○仕事を続けたかったが、出産休暇・育児休暇がとりにくい職場だったから○仕事を続けたかったが、子育てをしながら仕事を続けられる雰囲気が職場になかったから職場要因 ○家事・子育てに専念したかったから○もともと仕事を辞めたかったから自己都合

有職59.5
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女性の就業意識⑥

○○○○現在現在現在現在、、、、就業就業就業就業しているしているしているしている妻妻妻妻ののののワワワワーーーークラクラクラクライイイイフバラフバラフバラフバランスンスンスンスのののの希望希望希望希望とととと現現現現実実実実のののの乖離乖離乖離乖離はははは大大大大きいきいきいきい。。。。

「仕事時間」と「生活時間」の優先度（希望）

11.8
54.2

57.9
37.9

25.9
3.5 1.1

2.0
3.3
2.40% 20% 40% 60% 80% 100%

全体：希望(N=456)

全体：現実（N=456)

仕事時間を優先      家事（育児）時間を優先                  

プライベートを優先  その他              

無回答            出典：H20奈良県少子化実態調査（奈良県）
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月間総労働時間①

月間総労働時間年別推移月間総労働時間年別推移月間総労働時間年別推移月間総労働時間年別推移（（（（奈良県奈良県奈良県奈良県））））

140140140140145145145145150150150150155155155155160160160160165165165165170170170170175175175175180180180180

S63S63S63S63 H2H2H2H2 4444 6666 8888 10101010 12121212 14141414 16161616 18181818 20202020
年年年年

時時時時

間間間間

奈良県 全国

○○○○常常常常用用用用労働者労働者労働者労働者１１１１人平人平人平人平均均均均月間総月間総月間総月間総実実実実労働時間労働時間労働時間労働時間（（（（年年年年平平平平均均均均）））） のののの年年年年別別別別推移推移推移推移はははは、、、、減少傾向減少傾向減少傾向減少傾向。。。。

注）・常用労働者１人平均月間総実労働時間。・常用労働者３０人以上の事業所、調査産業計。 出典：毎月勤労統計（厚生労働省）
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月間総労働時間②

○○○○常常常常用用用用労働者労働者労働者労働者１１１１人平人平人平人平均均均均月間総月間総月間総月間総実実実実労働時間労働時間労働時間労働時間（（（（年年年年平平平平均均均均）））） ではではではでは、、、、本県本県本県本県はははは１４７１４７１４７１４７．．．．１１１１時間時間時間時間 全国第全国第全国第全国第４６４６４６４６位位位位 （（（（全国全国全国全国 １５３１５３１５３１５３．．．．００００時間時間時間時間））））

出典：H20毎月勤労統計（厚生労働省）

月間総労働時間月間総労働時間月間総労働時間月間総労働時間（（（（平成平成平成平成20202020年年年年））））

140.0145.0150.0155.0160.0165.0170.0

北海道 青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島 茨城 栃木 群馬 埼玉 千葉 東京 神奈川 新潟 富山 石川 福井 山梨 長野 岐阜 静岡 愛知 三重 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 鳥取 島根 岡山 広島 山口 徳島 香川 愛媛 高知 福岡 佐賀 長崎 熊本 大分 宮崎 鹿児島 沖縄 全国

時時時時間間間間

注）・常用労働者１人平均月間総実労働時間。・常用労働者３０人以上の事業所、調査産業計。
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育児のための勤務時間短縮等の措置内容 76.836.631.49.26.45.22.11.81.20.9 5.20 20 40 60 80

短時間勤務制度所定外労働をさせない制度始業・終業時刻の繰上げ、繰下げ育児休業取得者に対する代替要員の確保フレックスタイム制出産・育児を理由にした退職者の再雇用制度事業所内託児施設の設置育児に要した費用の助成育児に要する費用の貸付在宅勤務制度その他 （％）
育児のための勤務時間短縮等の規定状況（規模別） 79.060.3 74.5 94.097.30 20 40 60 80 100

調 査 産 業 計１０人～２９人３０人～９９人１００人～２９９人３００人以上 （％）

育児休業制度の状況 （県内事業所）

○○○○育児休育児休育児休育児休業業業業制制制制度度度度、、、、育児育児育児育児のたのたのたのためめめめのののの勤務勤務勤務勤務時間時間時間時間のののの短短短短縮等縮等縮等縮等のののの措置措置措置措置のののの規定状況規定状況規定状況規定状況はははは、、、、事業所事業所事業所事業所のののの規模規模規模規模がががが小小小小さくなるほさくなるほさくなるほさくなるほどどどど率率率率がががが低下低下低下低下。。。。

出典：H21職場環境調査（奈良県）

育児休業制度の規定状況（規模別） 83.164.7 80.4 98.599.10 20 40 60 80 100
調 査 産 業 計１０人～２９人３０人～９９人１００人～２９９人３００人以上 （％）

具体的な措置の内容は、

「短時間勤務制度」が

76.8％と最も高い。
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求人求人求人求人・・・・求職求職求職求職のののの状況状況状況状況((((パートタイムパートタイムパートタイムパートタイムをををを含含含含むむむむ常用常用常用常用））））

　（　（　（　（全国全国全国全国　　　　平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度））））

1,246 8142,192 2,4693,869 2,0414,281 4,0342,628
8,487

1,36310,666

05,00010,00015,00020,00025,00030,00035,000

有効求職有効求職有効求職有効求職 有効求人有効求人有効求人有効求人

（千人）
雇用のミスマッチ （職業別・全国）

○○○○全国全国全国全国のののの職職職職業業業業別別別別有効求人倍率有効求人倍率有効求人倍率有効求人倍率はははは００００．．．．４２４２４２４２倍倍倍倍。「。「。「。「サービスサービスサービスサービスのののの職職職職業業業業」」」」はははは１１１１．．．．１３１３１３１３倍倍倍倍、「、「、「、「事事事事務務務務のののの職職職職業業業業」」」」はははは００００．．．．１６１６１６１６倍倍倍倍とととと職種職種職種職種によるによるによるによる

ミミミミススススマッチマッチマッチマッチがががが存存存存在在在在。。。。

出典：職業安定業務統計（厚生労働省）

生産工程・労務の職業
0.25倍
販売の職業

0.５３倍
専門的・技術的職業

0.94倍
サービスの職業

1.１３倍運輸・通信の職業
0.65倍

事務の職業
0.16倍
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若年者の就業意識①

○○○○仕事仕事仕事仕事にににに対対対対するするするする考考考考ええええ方方方方についてについてについてについて、、、、男性男性男性男性はははは““““責任責任責任責任がががが重重重重いいいい仕事仕事仕事仕事””””、、、、““““収入収入収入収入がががが多多多多いいいい仕事仕事仕事仕事””””をををを希望希望希望希望、、、、女性女性女性女性はははは““““責任責任責任責任がががが軽軽軽軽いいいい仕事仕事仕事仕事””””、、、、

““““収入収入収入収入よりもよりもよりもよりも労働時間労働時間労働時間労働時間がががが短短短短いいいい仕事仕事仕事仕事””””をををを希望希望希望希望。。。。

○○○○未未未未就就就就職職職職者者者者はははは、、、、収入収入収入収入よりもよりもよりもよりも達達達達成感成感成感成感やややや充実充実充実充実感感感感がががが得得得得られるられるられるられる仕事仕事仕事仕事をををを希望希望希望希望。。。。

出典：平成２１年若年者の就労意識と実態に関する調査
(財)奈良県中小企業支援センター

仕事に対する考え方(1)責任と判断
45.634.7 55.030.0 52.460.0 43.068.5 1.95.32.01.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%女性・未就職者（N=103）男性・未就職者（N= 75）女性・労働者（N=500）男性・労働者（N=517）
自分の判断で行うことはできなくても、責任の軽い仕事がよい責任は重くても、自分の判断で行うことができる仕事がよい無回答

仕事に対する考え方(2)収入と仕事による達成感と充足感
72.872.053.846.4 22.320.043.049.9 4.98.03.23.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%女性・未就職者（N=103）男性・未就職者（N= 75）女性・労働者（N=500）男性・労働者（N=517）
収入は少なくても、達成感や充足感などが得られる仕事がよい達成感や充足感などは得られなくても、収入の多い仕事がよい無回答仕事に対する考え方(3)収入と労働時間

47.626.7 48.030.2 47.665.3 49.867.1 2.72.28.04.90% 20% 40% 60% 80% 100%女性・未就職者（N=103）男性・未就職者（N= 75）女性・労働者（N=500）男性・労働者（N=517）
収入は少なくても、労働時間が短い仕事がよい労働時間は長くても、収入が多い仕事がよい無回答
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若年者の就業意識②

○○○○事業所事業所事業所事業所、、、、若者若者若者若者がががが考考考考えるえるえるえる雇用雇用雇用雇用ののののミミミミススススマッチマッチマッチマッチのののの要因要因要因要因はははは「「「「企業企業企業企業がががが求求求求めめめめるるるる能力能力能力能力とととと若者若者若者若者自身自身自身自身がががが考考考考えているえているえているえている能力能力能力能力のののの差差差差」。」。」。」。

○○○○若者若者若者若者（（（（未未未未就就就就職職職職者者者者））））自身自身自身自身がががが、「、「、「、「企業企業企業企業イイイイメメメメーーーージジジジだけだけだけだけがががが先先先先行行行行しているしているしているしている」」」」とととと自覚自覚自覚自覚。。。。

雇用のミスマッチの要因　　事業所・若年労働者・未就職者の意識29.2 29.7 18.2 22.9 24.0 30.2 26.6 24.5 14.6 22.4 12.0 7.8 4.2 2.6
33.9 32.7 32.8 28.0 24.3 21.9 29.3 18.6 9.4 13.1 8.8 6.1 3.7 1.1

33.3 28.7 28.0 27.6 27.6 24.4 23.7 16.1 11.1 8.6 7.2 1.8 3.2 6.1010
2030
40

企業が求める能力と若者自身が
考えている能力の間に差がある

希望する雇用形態（正規社員等）
の求人が少ない

希望する給与水準でない
社会人としての経験や常識が足りない

仕事に対し良いイメージだけが先行している

希望する職種の求人が少ない
若年者に仕事を通じてやりたいことや

実現したいことがない
希望する業種の求人が少ない

企業が求める人材像がわかりにくい、
伝わりにくい

企業イメージだけが先行している
（企業名を優先している）

希望する勤務地で働けない
社風が理解しにくい

その他 わからない・無回答

(3LA%) 未就職者（N=192）若年労働者（N=1,020）事業所（N=279）

出典：平成２１年若年者の就労意識と実態に関する調査
(財)奈良県中小企業支援センター
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職業訓練の状況

○○○○職職職職場場場場でのでのでのでの教育訓練教育訓練教育訓練教育訓練やややや研修研修研修研修のののの受講受講受講受講状況状況状況状況はははは、、、、正規正規正規正規社員社員社員社員にににに比比比比べべべべ、、、、非正規非正規非正規非正規社員社員社員社員でででで低低低低いいいい状況状況状況状況。。。。

○○○○非正規非正規非正規非正規社員社員社員社員のののの能力能力能力能力開発開発開発開発・・・・ススススキルキルキルキルアアアアップップップップ支援支援支援支援にににに取取取取りりりり組組組組んんんんでいないでいないでいないでいない事業所事業所事業所事業所がががが約約約約４４４４割割割割。。。。

67.647.7 5.712.8 16.520.5 17.4 1.59.21.00% 20% 40% 60% 80% 100%正規社員・正規職員(N=818)非正規社員・非正規職員(N=195) 受けたことがある実施しているが、受けたことはない会社として何も実施していない わからない無回答【雇用形態別 職場での教育訓練や研修の受講 （若年労働者）】

22.219.017.616.13.92.52.5 38.413.6

0 20 40 60社外のセミナー等への参加機会の提供受講料や公的資格取得のための経済的補助社内のセミナー等への参加機会の提供就業時間の配慮勤務時間外での社内設備の利用教育訓練休暇等の付与その他実施していない無回答

(3LA%)(N=279)【非正規社員の能力開発・スキルアップへの支援 （事業所）】

出典：平成２１年若年者の就労意識と実態に関する調査
(財)奈良県中小企業支援センター
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雇用の課題と検討項目

奈良の雇用の３つの特徴

奈良の雇用の３つの特徴

・・・・雇用雇用雇用雇用のののの質質質質（（（（働働働働きやすさきやすさきやすさきやすさ））））をををを向上向上向上向上させるためにはさせるためにはさせるためにはさせるためには？？？？

・・・・雇用雇用雇用雇用ののののミスマッチミスマッチミスマッチミスマッチをををを解消解消解消解消するためにはするためにはするためにはするためには？？？？

・・・・今後今後今後今後のあるべきのあるべきのあるべきのあるべき、、、、奈良奈良奈良奈良のののの雇用雇用雇用雇用とはとはとはとは？？？？

・・・・地域雇用地域雇用地域雇用地域雇用にににに果果果果たすべきたすべきたすべきたすべき県県県県のののの役割役割役割役割とはとはとはとは？？？？ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・雇用雇用雇用雇用のののの質質質質（（（（働働働働きやすさきやすさきやすさきやすさ））））をををを向上向上向上向上させるためにはさせるためにはさせるためにはさせるためには？？？？

・・・・雇用雇用雇用雇用ののののミスマッチミスマッチミスマッチミスマッチをををを解消解消解消解消するためにはするためにはするためにはするためには？？？？

・・・・今後今後今後今後のあるべきのあるべきのあるべきのあるべき、、、、奈良奈良奈良奈良のののの雇用雇用雇用雇用とはとはとはとは？？？？

・・・・地域雇用地域雇用地域雇用地域雇用にににに果果果果たすべきたすべきたすべきたすべき県県県県のののの役割役割役割役割とはとはとはとは？？？？ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

全国一高い、雇用の

県外への流出

全国一高い、雇用の

県外への流出

全国的に見て高い、

非正規での就業

全国的に見て高い、

非正規での就業

全国一低い、

女性の有業率

全国一低い、

女性の有業率


